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オープンコースウェア（OCW）とは	

•  オープンコースウェア（OCW）とは、インターネット上で
正規の講義情報（シラバス、講義資料等）を無償で公
開する取り組みである。 

•  マサチューセッツ工科大学が2001年に開始し、米国
のみならず、世界中に広がった。 

•  国内でも20以上の大学がOCWとして各種講義情報
を公開している。	
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北海道大学オープンコースウェア（北大OCW）	

•  沿革 
–  2005年：プロジェクト開始 
–  2006年：Webサイト開設 
–  2010年：95コース公開中 

•  目的 
– 社会貢献 
– 教育に関する知的財産の管理・活用 
– 著作権に関する啓蒙活動 

•  URL 
–  http://ocw.hokudai.ac.jp	
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北大OCWの目的 

•  著作権に関する啓蒙活動 
–  CCライセンスの紹介、利用法 

•  教育に関する知的財産の管理・活用 
– 管理：研究→論文、教育→OCW 
– 活用：シラバスへの掲載、リンク 

•  社会貢献 
– 公開 
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公開しているコンテンツ	

•  狭義のオープンコースウェア 
– 正規科目の講義情報 

•  各種教育活動の紹介 
– 公開講座等の映像	
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狭義のオープンコースウェア 

•  正規科目の講義情報	
– シラバス 
– スケジュール 
– 講義資料（講義ノート、スライド等） 

•  教員が作成した、教員の著作物	
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講義映像 

•  講義全体を映像で収録・公開 
– 人間と文化 ムーミンの国へようこそ！（全14回）	
– 一般教育演習（フレッシュマンセミナー） 蛙学への招待（全1

5回） 
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各種教育活動の紹介 

•  公開講座等の映像収録・公開	
– 公開講座	
– プロフェッサービジット（高校出前講義） 
– ひらめき☆ときめきサイエンス	
– サイエンス・カフェ	
– シンポジウム	

•  OCWスタッフが作成した、大学の著作物（職務著作）	
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学内での利用促進 

•  新入生へのパンフレット配布 
•  FD研修会でのOCW紹介 
•  教育システムとの連携 

8 



アクセス状況	

•  ビジット数（全体：メイン＋ミラー） 
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アクセス状況	

•  ページビュー数（全体）	
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アクセス状況	

•  ビジット数（学内）	
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アクセス状況	

•  データ転送量（全体） 
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アクセス状況	

•  ファイルタイプ別（2010年5月） 
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アクセス状況	

•  動画ファイルタイプ別（2010年5月） 
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今後の展開	

•  システムの更新・導入	
– 教育システムELMSとの連携 
– モバイルラーニング	

•  コース利用の促進	
– 学生による利用	
– 教員による利用	

•  FD部門との連携 
– 教員による利用 
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